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この通信では、令和６年度読み聞かせボランティアの活動の様子をお知らせしています。「地域に根を

はり、長く続く読み聞かせグループにしたい。」「無理せずできたしこ、楽しみながら」をモットーに、月

１回のペースで読み聞かせをしていただいています。稲臣さん（代表）、那須さん、岩本さん、徳山さん、

箱﨑さん、藤竹さん（１学期）、橋本さん、牧さん、南波さん、久野さんの１０名（２学期からは９名）

のメンバーの方々にお世話になっています。「子どもたちに本を好きになってほしい。」「文学的活動につ

ながるきっかけとなれば。」といった願いで、大変お忙しい中読み聞かせボランティア活動に取り組んで

くださっています。 

毎月読み聞かせのある前の週には、代表の呼びかけで読み聞かせに関する自主研修に取り組んでおら

れます。子供たちは読み聞かせを楽しみに待っていますが、読み聞かせグループの皆様も学校に来るこ

とを楽しみにしておられます。地域の方々との温かいつながりができるのはとてもありがたいことです。 
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牧さん          徳山さん 

 

読み聞かせ活動の輪を広げるべく、本グループでは一緒に読み聞かせに参加してくださるボランティ

ア仲間を募集しています。事務局（連絡調整等）は花園小学校の主幹教諭が担当しています。お尋ねや興

味のある方は花園小学校（２２－０１４５）吉田までご連絡ください。 

宇土市立花園小学校 地域学校協働活動通信 

ボランティアの皆さんから「子供たちがきらきら

とした目で聞いてくれてとても嬉しい。」「しっか

りと話を聞いてくれて、読む側も頑張ろうという

気持ちになる。」といった感想が毎回出されます。 

 


